
オペラ 《ポントの王ミトリダーテ》 あらすじ
紀元前60年頃、黒海沿岸のポントス（ポント）の王ミトリダーテは、ローマ軍との戦いに出陣するに際に、若い許嫁のアスパージャ
を2人の息子に託し、自分が戦死したと嘘の報告を流して息子達のアスパージャに対する態度を知ろうとする。かねてからアスパー
ジャに思いを寄せていた長男ファルナーチェは、強引に彼女に結婚を迫り、彼女を守ろうとする次男シーファレと対立する。シー
ファレと惹かれ合うアスパージャ、そこへ帰還するミトリダーテ。シーファレは父への忠誠心と愛の間で苦しむ。
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ポントの王ミトリダーテが戦に赴いて留守中、王は戦死したとの噂が流れ、王の長男ファルナーチェは、
王の許嫁であるアスパージャに言い寄る。彼女はこの兄よりも弟のシーファレに好意を寄せている。やが
て王の帰還が告げられ、失望したファルナーチェはローマに加担し、父を裏切る決意をする。戦死の噂は、
兄弟の真意を探るため、王が意図的に流させたものである。パルティ族の王の娘、イズメーネはファルナー
チェの婚約者であるが、2人の愛は完全に冷却している。裏切りに気づいた王は、イズメーネを弟に与え
ようとし、これを知ったアスパージャとシーファレは深く傷つき、ファルナーチェは逆上する。やがてア
スパージャの真意を知った王は憤るが、折から侵入してきたローマ軍に立ち向かうため出陣、戦死を遂げ
る。ここで改心したファルナーチェが弟と共に国を護り、アスパージャとシーファレは結ばれて終曲とな
る。<モーツァルト事典より >

■ 紀元前 89年頃の東地中海およびオリエント

ポントス王国 共和政ローマ アルタクシアス朝
小アジアにあったポントス王国の国王
（在位：紀元前 120 年 - 紀元前 63年）

ミトリダテス 6世エウパトル
（紀元前 132 年 - 紀元前 63年）

オペラ《ポントの王ミトリダーテ》
◆ 登場人物相関図

◆ あらすじ
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